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令和４年度 シラバス                         松山北高等学校中島分校 

 

学習目標 
 美術の幅広い創造活動を通して、美的体験を豊かにし、生涯にわたり美術を愛好する心情
を育てるとともに、感性を高め、個性豊かな表現と鑑賞能力を伸ばし、美術文化についての理
解を深める。 

 

 
時 期 学 習 計 画 及 び 内 容                評 価 方 法 

１ 
 
 
学 
 
 
期 
 

４月 
 

５月 
 
 
 

６月 
 
 

７月 
 

鑑賞 
 
 
デザイン(グラデーション) 
 
 
 
デザイン(人権ポスター) 
 

・多くの美術作品に触れ、主体的に鑑賞
する力を伸ばす。 
 
・素材や用具の特性を生かした表現方
法を体験し、表現の幅を広げる。 
 
 
・デザインの視覚的な伝達効果につい
て理解し、美しく構成する能力を高め
る。 

活動の観察 
作品の提出 
自己評価 
授業態度 

２ 
 
 
学 
 
 
期 

８月 
９月 
 
 

10 月 
 
 

11月 
 
 

12月 
 

 
彫塑 
 
 
デザイン(ペーパークラフト) 
 
 
鉛筆デッサン 
 
絵画(自画像) 

 
・動物をモチーフに粘土で独創的に制
作し、空間感や量感を養う。 
 
・蛇腹折りの技術を習得し、個性的な図
案の折りを制作する。 
 
・鉛筆デッサンの基礎を学び、観察力や
表現力高める。 
・アクリル絵の具の特性を生かして自
画像を制作する。 

活動の観察 
作品の提出 
自己評価 
授業態度 

３ 
 
学 
 
期 

１月 
 
 

２月 
 
 

３月 

立体造形 
 
 
鑑賞 
 
 
学習のまとめ 
 

・正１２面体の制作を通して、独創的な
図案や作図などの技術を学習する。 
 
・現代美術に触れ、多様な価値観に気づ
き想像力を養う。 
 
・1年間の学習を振り返り、学習成果の
確認と自己評価を行う。 

活動の観察 
作品の提出 
自己評価 
授業態度 

 
学 
習 
の 
方
法 

１ 表現活動では、絵画・彫刻・デザインなどの幅広い分野の制作に取り組み、作者がそれぞれの個性
を発揮できるよう表現方法を考える。 

２ 鑑賞活動では、お互いのよさを認め合い、感性を高め合えるようにする。 
３ 制作を通して自己と向き合い、積極的に表現する能力を高める。 

 

備 
考 

 粘土初めにアクリル絵の具セット及びペーパーボックスを購入する。 
 

 

科 目 美術Ⅰ 単位数 ２単位 学 年 第１学年 講 座  

教科書    美術１（光村図書） 副教材等  

評 
価 
の 
観
点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度  
 美術に関する多様な内
容について理解を深めて
いるとともに、創造的・独
創的に表現している。 

 美術に関する専門的な知識や技
能を総合的に働かせ、創造的に思
考、判断をして豊かに表現してい
る。 

 美術活動の喜びを味わうとともに、
芸術文化に関心を持ち、主体的に学習
に取り組もうとしている。 
 


